
文

法
(
史
的
研
究
|
古
代)

与
え
ら
れ
た
時
代
は
鎌
倉
時
代
ま
で
で
あ
る 。
文
体
論
的
研
究
も 、
文
法
上

注
意
す
べ
き
特
定
の
語
の
使
用
状
況
を
中
心
に
し
た
も
の
は
取
り
上
げ
る
乙
と

に
す
る 。

一
、

文

般

法

法(史的研究ー古代)

ま
ず
新
書
版
と
い
う
と
と
も
あっ
て一
般
読
者
へ
の
影
響
抜
群
と
推
察
す
る

大
野
晋
『
日
本
語
の
文
法
を
考
え
る』
(
岩
波
書
底 、
昭
日
・
7)
が
出
た 。

こ
れ
は
講
演
の
記
録
に
手
を
入
れ
た
も
の
と
い
う 。
末
尾
に
付
さ
れ
た
「
動
詞

活
用
の
起
源」
は 、
服
部
四
郎・
大
野
晋・
阪
倉
篤
義・
松
村
明
編
『
日
本
の

言
語
学
第
四
巻

文
法
E』
(
大
修
館
書
応 、
昭
日
・
7)
に
再
録
さ
れ 、
そ

の
「
解
説」
に
服
部
四
郎
氏
の
批
判
的
見
解
「
大
野
晋
『
動
詞
活
用
の
起
源』

に
つ
い
て」
が
添
え
ら
れ
て
い
る 。

比
較
研
究
の
立
場
か
ら
は 、
村
山
七
郎
『
日
本
語
の
誕
生』
(
筑
摩
書
房 、

昭
日
・
3)
が
出
た 。
そ
乙
に
も
「
日
本
語
動
詞
を
め
ぐ
る
諸
問
題」
の
章が

あ
り 、
た
と
え
ば
四
段
活
用
動
詞
に
も

母
音
ス
テ
ム
の
語
例
を
認
め
る
推
定
意

見
が
出
て
い
る 。

大
野
透
『
日
本
語
の
淵
源
的
研
究』
(
高
山
本
活 、
昭
日
・
6)
に
は
個
々

の
助
詞・
助
動
詞
に
ふ
れ
た
都
分
が
多
い 。
記
述
は
概
説
的
な
が
ら 、
既
刊
の

文

山

莞

口

辞
書
な
ど
へ
の
手
き
び
し
い
評
言
が
め
だ
っ 。

桑
田
明
『
日
本
文
法
探
究
下』
(
風
間
世官
房 、
昭
回
・
1)
は
上
巻
刊
行
後

六
年
を
経
過
し
て
完
結 。
古
語・
古
文
解
釈
を
原
典
に
忠
実
に
行
う
ね
ら
い
と

い
い 、
「
第
五
編
文
章
趣
致

文
学
と
文
法
と
の
閑

|l文章美の
国語
学的

器己

と
い
っ
た
も
の
を
ふ
く
む 。

浅
野
信
『
日
本
文
法
発
想
論』
(
桜
績
社 、
昭
日
・

日)
は
「
宣
長
の
先
鞭

す
る
|

他
者
主
体
発
想
の
文
法
相
の
二
点
〈
ω
他
者
(
が)
我
に
逢
ふ
ω
妹

(
が
我
が)
心
に
乗
る
〉
に
意
を
発
し
て 、
そ
の
意
を
能
う
か
ぎ
り
の
分
野
に

お
い
て」
探っ
た
と
い
う 、
そ
の
発
想
に
特
色
を
見
る 。

作
品
単
位
の
語
法
蓄
に
は 、
岩
井
良
雄
『
宇
津
保
物
語
語
法
考』
(
笠
間
書

院 、
昭
日
・
9) 、
同
『
今
昔
物
語
集
語
法
考』
(
笠
間
書
院 、
昭
臼
・
9) 、

同
『
流
布
本
平
家
物
語
語
法
考』
(
笠
間
書
院 、
昭
臼
・
1)
が
あ
っ
た 。
い

ず
れ
も
品
詞
別
等
に
よ
り
用
例
の
出
現
傾
向
な
ど
を
概
説
す
る 。
具
体
的
な
用

例
の
点
検
に
も
便
宜
を
与
え
る
で
あ
ろ
う 。

木
村
紀
子
「
意
味
と
言
語
形
式

|!
日
本
需
の
『
も
と
の
E
E
ろ』
を

||」
」
(『
国

語
国
文』
釘
|

口 、
昭
日
・

口 、
同
必
18 、

昭
日
・
8)
は 、
古
代
語
の
基

礎
語
か
ら
文
法
的
形
式
に
托
さ
れ
た
本
来
の
意
味
の
あ
り
ょ
う
を
採っ
て
い

る 。
未
完。
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ニ 、
用
言・
活
用

活
用
に
つ
い
て
は
注
目
し
た
い
単
行
本
が
出
た 。
川
端
善
明
『
活
用
の
研
究

I』
(
大
修
館
書
底 、
昭
日
・
3)
『
活
用
の
研
究
E』
(
問 、
昭
日
・
2)
は 、

上
代
語
の
い
わ
ゆ
る
母
音
交
代
と
活
用
と
を一
貫
し
た
意
味
重
視
の
立
場
で
解

釈
検
討
す
る
意
欲
的
な
論
考
で
あ
る 。
I
の
「
第一
部

前
活
用
と
し
て
の
母

音
交
代」
は
語
形
分
化
の
前
提
と
な
る
「
形
状
言」
の
存
在
を
直
観
す
る
と
と

に
よ
っ

て
捉
え
た
母
音
交
代
の
構
造
解
釈 。
つ
づ
く
E
「
第
二
部

活
用
の
構

造」
は
文
の
領
域
に
お
け
る
現
象
と
し
て
の
体・
用・
相
に
わ
た
る
品
詞
性
と

そ
の
成
立
に
関
す
る
詳
論
で
あ
る 。
氏
独
自
の
用
語
も
い
ろ
い
ろ
駆
使
さ
れ 、

充
実
し
た
論
述
が
個
性
的
で
あ
る 。

島
田
昌
彦
『
国
語
に
お
け
る
自
動
詞
と
他
動
詞』
(
明
治
書
院 、
昭
日
・
4)

は
江
戸
時
代
以
来
の
自
他
に
関
す
る
研
究
史
に
力
点
を
お
い
た
も
の
で
あ
る

が 、
古
代
語
に
お
け
る
そ
の
問
題
を
考
え
る
に
も 、
今
後
欠
か
せ
ぬ
参
考
文
献

に
な
る 。

小
山
敦
子
「
同
根
派
生
動
詞
の
造
語
法
則

↓
重
量
動伺
|」

(『
紳
顎

母一
国
語
学
論
集』 、
勉
談
社 、
昭
日
・
2
|

以
下
『
中
国
記
念
論
集』
と
略
称

す
る)
は 、
造
語
法
則
に
よ
っ

て
動
詞
の
性
能
を
類
型
的
に
分
類
す
る
試
み
と

い・っ 。内
国
費
徳
「『
あ
り』
を
前
項
と
す
る
複
合
動
詞
の
構
成」
(『
高
菜』
m 、

昭
日・
7)
は
述
語
の
構
造
分
析
に
よ
る
語
構
成
の
論
で 、
主
と
し
て
助
動
詞

「
つ」
「
ぬ」
の
承
接 、
述
語
と
し
て
の
動
作
態
様
の
面
か
ら
複
合
動
詞
「
あ
り

||t」
に
共
通
す
る
意
味
構
造
を
論
じ
る 。
解
釈
的
立
場
で
与
え
ら
れ
て
い
た

従
来
の
「
接
頭
語」
説
へ
の
批
判
は
もっ
と
も
で
あ
る 。

中
村
幸
弘
「
補
助
動
詞
『
あ
り』

小
論」
(『一日
間編
針
国
語
助
詞
助
動
詞
論

叢』 、
桜
楓
社 、
昭
日
・
8
|

以
下
『
田
辺
記
念
論
叢』
と
略
称
す
る)
は 、

補
助
動
詞
「
あ
り」
の
認
め
ら
れ
る
構
文
の
種
々
相
に
ふ
れ
る 。

形
容
詞
に
つ
い
て
は
具
体
的
な
使
用
傾
向
に
関
す
る
も
の
が
め
だ
っ
た 。
西

尾
光
雄
「
源
氏
物
語
の
形
容
詞
に
つ
い
て」
(『
東
京
女
子
大
学
日
本
文
学』
日 、

昭
弘
・
2)
は 、
意
味
と
使
用
傾
向
と
の
相
関
を
探
っ

て 、
客
観
的
属
性
的
な

も
の
は
連
体
修
飾 、
主
観
的
心
情
的
な
も
の
は
述
部
的
用
法
が
そ
れ
ぞ
れ
め
だ

っ
と 、
具
体
例
を
挙
げ
て
指
摘
す
る 。

進
藤
義
治
「
源
氏
物
語
の
形
容
詞
の
連
用
形
の
機
能
に
つ
い
て」
(『
南
山
国

文
論
集』
3、
昭
日
・

ロ)
は 、
一
一一訟
を
選
ん
で
そ
の
中
止
法・
副
詞
的
修

飾
な
ど
の
用
法
別
割
合
を
調
べ 、
近
代
の
芥
川
寵
之
介
作
品
の
傾
向
と
対
照
さ

せ
る 。小

島
俊
夫
「『
あ
や
し』・
『
あ
は
れ
な
り』
の
副
詞
法
と
中
止
法」
(『
解
釈』

M
・
2、
昭
日
・
2)
も
使
用
傾
向
に
関
連
す
る
が 、
氏
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
表

現
解
釈
に
密
着
し
て
い
る 。

形
容
詞
に
は
音
便
や
語
音
構
造
に
関
す
る
も
の
も
め
だっ
た 。
甲
斐
睦
朗

「
青
表
紙
本
源
氏
物
語
に
お
け
る
形
容
詞
連
用
形
の
ウ
音
便
に
つ
い
て
ーーその

表現へ
の
志
向
li」

(『
国
語
国
文』
灯
|
8、
昭
日・
8)
は 、
伝
本
と
の
関
係

を
細
か
く
検
討
し 、
「
構
文
上
の
用
法」
と
ウ
音
便
率
と
の
関
係
を
調
べ
て 、

そ
の
聞
に
少
な
か
ら
ぬ
相
関
を
認
め
て
い
る 。

岡
崎
和
夫
「
訓
点
資
料
に
お
け
る
形
容
詞
の
イ
音
便」
(『
国
語
と
国
文
学』

日
|

印 、
昭
臼
-

m)
は
コ
ト

な
ど
の
形
式
名
詞
を
読
み
添
え
る
と
き
に
イ
音

便
が
多
く 、
そ
の
場
合
の
音
便
化
率
が
平
仮
名
文
資
料
の
そ
れ
よ
り
は
る
か
に

高
い
と
い
い 、
訓
点
資
料
の
ほ
う
が
日
常
口
頭
語
に
お
け
る
そ
の
進
み
ぐ
あ
い

を
反
映
し
て
い
る
と
見
て
い
る 。

形
容
詞
の
語立回
構
造
に
関
し
て
は 、
北
原
保
雄
「
形
容
詞
の
語
音
構
造」
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(
前
掲
『
中
国
記
念
論
集』) 、
工
藤
力
男
「
中
世
形
容
詞
の
終
駕」
(『
論
集
日

本
文
学・
日
本
語
3

中
世』
角
川
書
底 、
昭
日
・
6)
が
あ
っ
た 。
た
だ

し 、
北
原
論
文
が
「

||
し
し」
型
形
容
詞
の
成
立
に
ふ
れ
る
点
を
除
い
て 、

と
も
に
文
法
以
前
の
問
題
で
あ
ろ
う 。

語
の
活
用
に
つ
い
て
の
変
遷
を
取
り

上
げ
た
も
の
に 、
小
久
保
崇
明
日
か

や
う
な
り』
の
活
用
に
つ
い
て」
(『
解
釈』
M
14 、

昭
日
・
4)
が
あ
っ

た 。
中
古
に
は
形
容
動
詞
の
形
態
を
整
え
て
い
た
が 、
中
世
に
入
る
と
「
か
や

う
に」
「
か
ゃ
う
の」
の
形
に
用
例
が
限
ら
れ
て
い
く
傾
向
が
そ
の
用
例
数
で

示
さ
れ
て
い
る 。

増
淵
恒
吉
「
源
氏
物
語
の
和
歌
に
お
け
る
連
体
修
飾」
(『
専
修
国
文』
辺 、

昭
日
・
1)
は
氏
の
立
て
た
用
言
(
劫
動
詞)
に
よ
る
連
休
修
飾
の
類
型
を
源

氏
の
和
歌
に
適
用
し
た
も
の 。

三 、
助

動

詞

法(史的研究ー古代)

松
尾
捨
治
郎
『
万
葉
集
語
法
研
究
助
動
詞
篇』
(
笠
間
書
院 、
昭
臼
・
7)

は
成
稿
後
三
O
余
年
を
経
て
の
刊
行 。
乙
の
書
に
つ
い
て
は
す
で
に
本
誌
第一

一
九
集
に
浅
見
徹
氏
の
紹
介
が
出
て
い
る 。

近
年
の
よ
う
に
研
究
文
献
が
多
く
て
は
真
に
必
要
な
情
報
を
選
別
す
る
の
も

容
易
で
は
な
い 。
そ
う
い
う
中
で 、
梅
原
恭
則
編
『
論
集
日
本
語
研
究
7

助

動
詞』
(
有
精
堂 、
昭
日
・
2)
が
明
治
以
降
の
助
動
詞
関
係
の
論
文一
九
篤

(
う
ち
古
語
関
係
九
篤)
を
選
択
収
録
し 、
要
を
得
た
解
説
展
望
が
付
さ
れ
た

の
は
あ
り
が
た
い 。

伊
藤
慎
吾
『
源
氏
物
語
の
助
動
詞
完
了
態
用
例
の
新
研
究
上』
(
風
間
書
房 、

昭
臼
-

m)
は 、
上
接
語・
下
接
語
別
に
ツ
・

ヌ
・

タ
リ
の
使
い
分
け
を
用
例

か
ら

帰
納
す
る
こ
と
に
専
念
し
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る 。

文

近
代
西
欧
語
と
の
対
照
か
ら 、
日
本
語
で
は
従
来
客
観
的
な
事
物
な
ど
を
受

身
の
主
語
に
立
て
る
と
と
は
少
な
か
っ
た
と
よ
く
い
わ
れ
る 。
し
か
し 、
そ
の

言
い
方
に
は
ど
乙
か
暖
昧
な
点
が
あ
り 、
古
代
語
の
受
身
の
表
現
も
そ
の
実
態

や
範
聞
は
い
ま一
つ
明
確
で
は
な
か
っ
た 。
小
杉
商一
「
非
情
の
受
身
に
つ
い

て」
(
前
掲
『
回
辺
記
念
論
叢』)
は
そ
の
点
に
つ
い
て
非
情
の
も
の
を
主
語
と

す
る
中
古
作
品
の
受
身
の
例
を
調
べ 、
「
純
然
た
る
非
情
の
受
身
の
表
現」
は

動
作
性
が
稀
薄
で
「
そ
の
結
果
と
し
て
在
る
状
態
を
専
ら
表
現
す
る
た
め
に

『
た
り』・
『
り』
ま
た
は
そ
れ
に
準
ず
る
『
あ
り』・
『
侍
り』・
『
無
し』
等
々

の
表
現
を
必
ず
伴
う」
と
い
う 。

中
西
宇一
「
自
発
と
可
能
||「る」「らる」

の
場

AT|」
(『
女
子
大
国
文』
問

、

昭
臼
・
6)
は
具
体
例
の
意
味
分
析
に
よ
っ

て 、
自
発
は
つ
ね
に
心
情
に
導
か

れ
て
生
じ
る
が 、
可
能
は
もっ
ぱ
ら
状
況
に
導
か
れ 、
不
可
能
だ
け
が
心
情・

状
況
い
ず
れ
の
場
合
に
も
対
応
す
る
と
説
く 。

岡
崎
和
夫
「
平
安
時
代
の
漢
文
訓
読
に
受
け
継
が
れ
た
『
シ
ム』

||
接続に

関する
破格例とその
特質
11」

(『
国
語
学』
川 、
昭
日
・
3)
は 、
シ
ム
の
接
続

面
に
他
動
詞
的
表
現
を
要
求
す
る
文
脈
に
ひ
か
れ
て
自
動
詞
で
あ
る
べ
き
と
乙

ろ
を
他
動
詞
に
誤
り 、
二
重
の
他
動
詞
的
表
現
に
し
た
破
格
例
の
出
現
傾
向
を

指
摘
す
る 。

い
わ
ゆ
る
時
の
助
動
詞
に
関
し
て
は
「
き」
「
け
り」
の
使
用
状
況
を
め
ぐ

っ
て
の
文
体
論
的
研
究
が
め
だ
っ
た 。
吉
岡
畷
「
竹
取
物
語
か
ら
源
氏
物
語
へ

1l「き」「け
り」
の
用
法を
中心
として
|1」

(『
国
語
国
文
論
集』
7、
昭
臼
・
3)

は 、
用
法
の
種
類
を
か
な
り
具
体
的
な
観
点
か
ら
分
類
し
て 、
竹
取
と
源
氏
の

傾
向
を
比
較
し 、
源
氏
の
地
の
文
に
お
け
る
用
法
の
種
類
の
多
彩
さ
な
ど
か
ら

源
氏
の
語
り
手
は
物
語
世
界
の
内
側
に
移
動
し
て
い
る
と
い
う
解
釈
を
物
語
の

方
法
に
む
す
び
つ
け
る 。
作
品
に
よ
っ

て
地
の
文
の
性
格
に
も
大
き
い
差
が
あ
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る
と
い
う
指
摘
か
ら
い
え
ば 、
語
の
用
法
を
調
べ
る
に
も
会
話
文・
地
の
文
な

ど
の
区
別
だ
け
で
もっ
ぱ
ら
量
的
に
導
か
れ
た
調
査
結
果
に
頼
る
よ
う
な
と
と

は
今
後
慎
重
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う 。

辻
回目日
三
「
物
語
る
『
け
り』」
(『
島
大
国
文』
8、
昭
弘)
は 、
初
期
仮

名
文
の
作ロ聞
に
お
け
る
回
想
的
な
「
け
り」
の
多
寡
を
主
体
の
時
間
認
識 、
対

話
的
と
叙
述
的
と
い
う
性
格
の
違
い
な
ど
の
観
点
か
ら
考
え
て
い
る 。

大
坪
併
治・
野
田
美
清
子
「
説
話
の
叙
述
形
式
と
し
て
見
た
助
動
詞
キ・
ケ

リ

|今
昔物語
を
中心
に
||」

(『
大
谷
女
子
大
国
文』
8、
昭
日
・
3)
は 、
説

話
の
叙
述
形
式
は
初
め
と
終
わ
り
の
表
現
が
基
調
を
な
す
と
考
え
た
手
際
の
よ

い
調
査
に
よ
っ

て
今
昔
の
叙
述
形
式
は
ケ
リ
が
基
調
と
い
い 、
成
立
時
期
の
近

い
他
の
説
話
集
の
傾
向
に
も
ふ
れ
る 。

園
田
百
合
子
「
助
動
詞
『
し』
の
未
然
形
試
論」
(
前
掲『
田
辺
記
念
論
叢』)

は
記
紀
歌
謡
に
過
去
の
「
き」
の
連
体
形
「
し」
と
並
行
し
て
「
存
在」
「
完

了」
の
「
し」
が
あ
っ
た
と
い
い 、
「
人
に
あ
り
せ
ば」
な
ど
の
「
せ」
を
後

者
の
未
然
形
と
見
て
い
る 。
「
完
了
の
助
動
詞
『
し』」
の
性
格
を
も
う
少
し
は

っ
き
り
さ
せ
る
ζ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
か 。

助
動
詞
の
意
味
の
分
類
と
い
う
の
は
厄
介
で
あ
る 。
あ
る
観
点
か
ら
筋
を
通

す
と 、
ど
乙
か
に
ま
た
無
理
や
暖
昧
さ
が
生
じ
が
ち
で
あ
る 。
堀
口
和
吉
「
助

動
詞
の
意
味
ーー

イ
し'
をめぐっ
て
|l」

(『
山
辺
道』
幻 、
昭
日
・
3)
は 、

従
来
の
説
へ
の
批
判
か
ら
上
接
語
の
動
詞
を
ω
自
然
の
動
き
と
捉
え
た
場
合 、

ω
意
志
的
な
動
き
と
捉
え
た
場
合 、
ω
当
為
の
動
き
と
捉
え
た
場
合
と
い
う
観

点
で
「
ベ
し」
の
意
味
を
分
類
し 、
終
止
用
法
に
限っ
て
ω
に
「
推
量」 、
ω

に
「
命
令」
「
決
意」
が
添
う
と
説
い
て
い
る 。
推
畳 一
な
ど
を
終
止
用
法
だ
け

に
限
定
し
て
考
え
る
と 、
た
と
え
ば
「
死
ぬ
ベ
く
思
ほ
ゆ」
な
ど
の
意
味
が
終

止
用
法
に
置
き
換
え
て
理
解
さ
れ
て
い
る
常
識
に
抵
触
す
る
と
い
う
問
題
が
生

じ
る 。
「
ベ
し」
に
つ
い
て
は 、
ほ
か
に
橋
本
研一
「『べ
し』
に
お
け
る
可
能

の
意
味
||『

可能』
の
意
味史
序説
||」

(
前
掲
『
図
辺
記
念
論
叢』)
と
い
う
の

も
あ
っ

た 。

滋
野
雅
民
「
今
昔
物
語
集
に
見
ら
れ
る
『
コ
ソ
有
ヌ
レ』
に
つ
い
て」
(
前

掲
『
中
国
記
念
論
集』)
は
「
有
リ」
に
下
接
す
る
ツ
・

ヌ
に
ど
う
い
う
活
用

形
の
例
が
あ
る
か
を
調
べ 、
「
コ
ソ
有
ヌ
レ」
は
「
コ
ソ
有
メ
レ」
の
誤
写
で

あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
も
の
で 、
語
法
研
究
に
よ
る
本
文
批
判
の一
例
に
な

る 。遠
藤
和
夫
「
助
動
詞
『
ら
む』
の
口
語
性」
(
前
掲
『
田
辺
記
念
論
叢』)
は

平
安
中
期
ま
で
の
「
ら
む」
を
日
常
生
活
で
普
通
に
用
い
ら
れ
た
口
頭
語
で
あ

っ
た
と
見
る
位
相
論
で
あ
る 。

此
島
正
年
「『
と
は
ず
が
た
り』
の
語
法
|1助動詞・

助問を
中心
として
|」

(
前
掲
『
田
辺
記
念
論
叢』)
は一
回
世
紀
初
め
に
成
る
と
恩
わ
れ
る
そ
の
作
品

に
残
存
す
る
古
代
語
法
と
新
し
い
語
法
に
つ
い
て
の
指
摘
紹
介 。
ち
な
み
に 、

同
作
品
の
位
相
に
つ
い
て
は 、
木
村
紀
子
「
中
世
の
女
房
語
||

『とは
ずがた
り』

の
言語
位
相
|l」

(『
叙
説』 、
昭
日
-

m)
が
詳
し
い 。

な
お 、
ア
ク
セ
ン
ト

の
面
か
ら
助
動
詞
に
ふ
れ
た
も
の
に 、
岩
手
勇
二
「
芦

点
資
料
に
よ
る
助
動
詞
の
性
格
に
つ
い
て」
(
前
掲
『
田
辺
記
念
論
叢』)
が
あ

っ
た 。
鎌
倉
拐
の
ア
ク
セ
ン
ト

資
料
に
よ
る 。
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四 、
助

詞

上
野
尚
美
「
道
の
知
ら
な
く
11助飼

『の』『が』
の
特殊な
場
合
||」

(『
古
典

と
民
俗』
8、
昭
日
・
4)
は 、
喚
体
勾
や
従
属
句
の
中
の
「
の」
「
が」
に

格
関
係
か
ら
見
れ
ば
主
格
以
外
の
「
を」
格
「
に」
格
に
相
当
す
る
も
の
も
あ

る
乙
と
を
万
葉・
源
氏
の
例
で
示
し 、
言
い
切
り
文
に
お
け
る
「
は」
に
相
当



す
る
と
い
う 。
一
部
論
述
に
臨聞
に
落
ち
な
い
個
所
が
あ
る
け
れ
ど
も 、
佐
伯
梅

友
氏
の
指
摘
を一
般
化
さ
せ
た
好
論
と
見
て
よ
い 。

阿
部
八
郎
「『
今
昔
物
語
集』
本
朝
仏
法
部
の
主
格
助
詞」
(
前
掲
『
回
辺
記

念
論
叢』)
は
発
言
行
為
の
表
現
に
あ
ら
わ
れ
る
主
格
助
詞
と
待
遇・
引
用
形

式
の
関
係
に
つ
い
て
の
調
査
報
告 。

木
之
下
正
雄
「
同
格
助
詞
の
『
の』
に
つ
い
て」
(『
鹿
児
島
女
子
短
期
大
学

紀
要』
u 、
昭
日)
は
「
絵
な
ど
の
を
か
し
き」
の
よ
う
に
属
性
を
後
置
し
て

上
の
事
物
を
限
定
す
る
言
い
方
と 、
「
友
だ
ち
の
久
し
く
ま
う
で
こ
ざ
り
け
る

も
と
に」
の
よ
う
に
「
同
格
体
言
勾」
が
別
の
体
言
に
係
る
様
文
の
種
々
相
に

ふ
れ
る 。

山
口
康
子
「『
に』
を
介
す
る
同一
動
詞
反
復
形
式
の
表
現
価
値
ーーその

通
史

的
考
察の
試み
1」

(
品
時
晴
儲
語
文
論
議』 、
桜
楓
社 、
昭
臼
-

U
1|

以
下

『
春
日
記
念
論
叢』
と
略
称
す
る)
は 、
そ
の
使
用
場
面 、
使
用
動
詞
の
限
定

さ
れ
て
い
る
と
と
な
ど
か
ら
表
現
価
値
を
抽
出
す
る 。
乙
の
形
式
に
対
す
る
氏

の
執
着
ぶ
り
が
う
か
が
え
る 。

法 (史的研究ー古代)

鎌
田
良
二
「
助
詞
『
を』
に
つ
い
て」
(
前
掲
『
田
辺
記
念
論
叢』)
は
格・

接
続
な
ど
に
ま
た
が
る
「
を」
の
「
本
質」
を
「
ニ
対
シ
テ」
の
意
と
見
て
い

る 。
い
わ
ゆ
る
格
助
詞・
接
続
助
詞
を
統一
的
に
捉
え
る
見
解
は
は
や
く
松
下

大
三
郎
氏
に
見
ら
れ
た 。
口
語
へ
の
言
い
換
え
操
作
に
は 、
用
い
ら
れ
る
口
認

の
多
義
性
に
加
え
て
適
用
の
慾
意
性
も
介
入
し
や
す
い
と
い
う
方
法
上
の
難
点

が
あ
り
指
摘
が
事
柄
の一
面
に
終
わ
り
が
ち
で
あ
る
よ
う
に
思
う 。

山
口
実
二
「『
を』
の
接
続
表
現
の
諸
相」
(『
語
文』
泊 、
昭
臼
・
6) 、
同

「『
に』
の
接
続
表
現」
(『
大
阪
大
学
教
養
部
研
究
集
録』
幻

、
昭
日
・
2)
は 、

他
の
接
続
形
式
と
の
関
連
に
ふ
れ
な
が
ら 、
そ
の
形
式
の
基
本
的
な
意
味
関
係

と
両
立
し
て
認
め
ら
れ
る
現
実
的
な
意
味
関
係
の
広
が
り
を
確
め 、
そ
れ
ぞ
れ

文

の
形
式
の
表
現
性
を
論
じ
る 。
同
「
ク
語
法
と
接
続
表
現
'1

7
話
法-ーに』
の

表現
性
||」

(『
国
語
と
国
文
学』
日
・
8 、
昭
日
・
8)
も
同
様
の
方
法
で
ク

語
法
の一
面
を
検
討
し
て
い
る 。

浅
野
信
「『
ば』 、
『
て』
の
承
接
す
る
上
下
主
体
の
異
同」
(
前
縞
『
田
辺
記

念
論
叢』)
は 、
結
ば
れ
る
両
句
の
主
体
の
異
同
と
い
う
観
点
か
ら
己
然
形
承

接
の
「
ば」
と 、
「
て」
の
違
い
に
ふ
れ
る 。
「
ば」
は
主
体
の
異
な
る
乙
と
が

多
く 、
「
て」
は
同一
の
乙
と
が
多
い
の
は
わ
か
る
が 、
そ
れ
を
上
接
用
言
の

活
用
形
の
形
式
的
意
義
に
よ
る
と
さ
れ
る
の
は
い
か
が
で
あ
ろ
う 。

鎌
田
広
夫
「『
平
家
物
語』
に
見
え
る
い
は
ゆ
る
逆
接
の
『
ね
ば』
に
つ
い

て」
(
前
掲
『
田
辺
記
念
論
叢』)
は
諸
本
に
お
け
る
該
当
箇
所
の
異
同
調
査
か

ら
「
ね
ば」
の
言
い
換
え
に
は
「
ぬ
に」
の
ほ
か
「
ぬ
所
に
(
へ)」
「
ぬ
う
ち

に」
な
ど
の
言
い
方
が
用
い
ら
れ
る
傾
向
も
あっ
た
と
指
摘
す
る 。
順
接
か
逆

接
か
と
い
う
二
者
択一
の
議
論
よ
り 、
「
ね
ば」
が
中
世
に
お
い
て
ど
う
理
解

さ
れ
て
い
た
か
を
考
え
さ
せ
る
材
料
の
蒐
集
提
示
が
私
に
は
あ
り
が
た
い 。

宮
地
幸一
「
ず
は・
な
く
は
考
付」
(『
帝
京
大
学
文
学
部
紀
要』
印 、
昭

日
・

叩)
は 、
意
味
と
助
詞
相
互
の
重
な
り
方
と
の
相
違
か
ら 、
「
未
然
形
+

は
(
接
続
助
詞
ご
と
「
連
用
形
+
は
(
係
助
詞
ご
は
区
別
す
べ
き
だ
と
い
う

見
解
に
立
っ

て
用
例
を
蒐
集
援
理
す
る 。

小
林
賢
次
「
中
世
の
仮
定
表
現
に
関
す
る
一
考
察
|1ナラパ

の
発達をめぐっ

て
||」

(
前
掲
『
中
間
記
念
論
集』)
は 、
形
態
に
却
し
た
調
査
に
基
づ
く 。
ナ

ラ
パ
形
式
の
多
用
さ
れ
て
い
く
様
相
を
上
接
語
別
に
細
か
く
調
べ
て
い
る 。

近
藤
泰
弘
「
構
文
上
よ
り
見
た
係
助
詞
『
な
む』

||『な
む』
と『ぞ
ーや』
と

の
比
較
11」

(『
国
語
と
国
文
学』
日
l

u 、
昭
弘
-

mM)
は
「
な
む」
と
「
ぞ

ー
や」
が
と
も
に
和
歌
に
出
現
し
な
い
乙
と
な
ど
か
ら 、
「
な
む」
に
は
卓
立

と
あ
い
ま
っ

て
「
ぞ
l

や」
の
「
や」
に
あ
た
る
関
手へ
の
強
い
呼
び
か
け
機
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能
が
ふ
く
ま
れ
る
と
見
る 。
乙
乙
で
特
に
示
し
た
かっ
た
の
は
そ
の
方
法
論
で

あ
る
と
い
い 、
そ
れ
を
納
得
さ
せ
て
く
れ
る
好
論
で
あ
る 。
「
構
文
上
の
規
則

に
分
析
す
る」
方
法
で
よ
り
客
観
的
に
検
証
で
き
る
面
が
あ
れ
ば 、
結
論
が
既

知
の
範
囲
に
と
ど
ま
る
に
し
て
も
試
み
る
価
値
は
高
い 。

大
木
正
義
「
間
投
助
詞
『
や』
小
考」
(『
解
釈』
お
1
9 、
昭
日
・
9)
は 、

中
古・
中
世
の
諸
作
品
に
お
け
る
「
や」
の
文
末
用
法
の
出
現
状
況
か
ら

各
作

品
が
ど
の
程
度
会
話
の
こ
と
ば
に
近
い
か
な
ど
を
文
章
史
的
に
眺
め
て
い
る 。

関
谷
浩
「
副
助
詞
『
な
ど』
は
例
示
の
意
な
り
や」
(
前
掲
『
回
辺
記
念
論

叢』)
は
「
集
合」
概
念
を
用
い
て
「
な
ど」
は
「
例
示
と
い
う
よ
り
も 、
複

数
の
概
念
を
背
後
に
持
ち
な
が
ら 、
そ
の
中
か
ら一
つ
以
上
を
特一
示
強
調
す
る

意
が
中
心」
「
だ
か
ら
こ
そ 、
そ
れ
以
外
の
乙
と
が
ぽ
か
さ
れ 、
臓
化・
腕
曲

の
意
も
出
る」
と
い
う 。
指
摘
が
明
快
で
あ
る 。

堀
川
昇
「『
さ
へ』
『
す
ら』
『
だ
に』
に
つ
い
て」
(『
稿』
2、
昭
日・
3)

は 、
主
体
の
現
実
に
対
す
る
「
期
待」
(
広
義
に
い
う)
と
の
関
係
か
ら
三
語

の
意
味
を
表
現
論
的
に
取
り
上
げ
て
い
る 。
氏
の
興
味
は
も
っ

ぱ
ら
三
語
の
使

用
に
お
け
る
主
体
の
意
識
に
向
け
ら
れ
て
い
る
が 、
「『
さ
へ
』
も
『
す
ら』
も

「
期
待」
と
現
実
と
の
聞
の
ギ
ャ
ッ

プ
に
対
す
る
異
和
感
が
基
礎
に
あ
る
言
葉」

と
い
う
よ
う
に 、
構
文
上
の
特
色
を
離
れ
て一
般
化
を
急
ぐ
と 、
事
柄
の一
面

を
拡
大
し
す
ぎ
る
お
そ
れ
も
あ
ろ
う 。

小
倉
肇
「
助
詞
『
が
に』
の
史
的
変
遷
||『がね』

『『ベ
く』
との
交渉をめぐ勺

て
|l」

(
前
掲
『
田
辺
記
念
論
叢』)
は 、
中
古
以
降
の
「
が
に」
に
焦
点
を
あ

て
て
「
が
ね」
と
の
交
渉
に
お
け
る
成
立
を
論
じ 、
折
口
信
夫
の
見
解
を
ふ
ま

え
て
「
べ
く」
と
の
交
渉・
交
替
を
か
な
り
具
体
的
に
示
す 。

徳
田
政
信
「
万
葉
『
馬
莫
疾
打
莫
行』
考
||異例の

係結の
再
検討
|l」(

前
掲

『
悶
辺
記
念
論
叢』)
は 、
一
部
の
誤
写
説
を
排
し
て
二
重
係
結
の
構
造
を
検
討

し
た
も
の 。
そ
の
中
で
禁
止
の
形
式
三
種
の
成
立
過
程
に
つ
い
て
も

見
解
が
述

べ
ら
れ
て
い
る 。
禁
止
の
形
式
の
成
立
に
つ
い
て
は 、
山
口
佳
紀
「
古
代
禁
止

表
現
形
式
の
成
立」
(『
国
語
国
文』
U
1
2、
昭
臼
・
2)
が
そ
れ
を
正
面
か

ら
取
り
上
げ
た 。
禁
止
表
現
に
先
行
し
て
と
れ
を
予
告
す
る
陳
述
副
詞
「
な」

が
終
止
形
に
つ
く
の
は 、
終
止
形
に
「
か
つ
て
名
詞
法
が
あっ
た」
か
ら
で
あ

り 、
「
な」
が
文
末
に
来
る
形
式
は
後
続
す
る
禁
止
表
現
の
「
省
略」
に
よ
っ

て
成
立
し
た
と
説
く 。

パ
ロ
l

ル
的
な
後
続
成
分
の
省
略
が
文
法
的
な
形
式
の

成
立
に
つ
な
が
る
と
は
限
ら
な
い
か
ら 、
形
式
成
立
の
推
定
に
は
「
省
略」
を

考
え
る
に
し
て
も
そ
の一
般
化
を
説
明
す
る
に
足
る
積
極
的
な
根
拠
の
提
示
が

必
要
で
は
な
い
だ
ろ
う
か 。

佐
田
智
明
「
平
安
朝
に
お
け
る
終
助
詞
『
か
し』
に
つ
い
て」
(
前
掲
『
春

日
記
念
論
叢』)
は 、
上
接
語
の
種
類
調
査
に
よ
る
検
討
で
「
よ」
「
な」
「
か

な」
の
そ
れ
と
の
対
比
を
試
み
た
も
の 。
表
現
価
値
に
つ
い
て
は
な
お
「
そ
の

用
い
ら
れ
る
場
面:::
文
脈
に
わ
た
る
吟
味
が
必
要
で
あ
る」
と
の
付
言
が
あ

っ
た 。
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五 、
副
用
語
そ
の
他

田
辺
正
男
「
源
氏
物
語
の
感
動
詞
||「い
さ」
系と「よし」
系と
||」

(『
国
学

院
雑
誌』
剖
1
3、
昭
日
・
3)
は
「
い
さ・
い
さ
や」
「
よ
し・
よ
し
ょ
し」

な
ど
の
用
例
を
検
討
し 、
『
源
氏
物
語
大
成』
の
索
引
で
は
副
詞
の
中
に
収
め

て
い
る
が
感
動
詞
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
と
す
る 。

堀
口
和
吉
「『
そ
の
愛
し
き
を
外
に
立
て
め
や
も』
考」
(『
山
辺
道』
辺 、

昭
臼
・
3)
は 、
指
示
語
に
つ
い
て
現
場
指
示
と
観
念
指
示
の
用
法
を
区
別

し 、
コ
ソ
ア
の
領
域
の
認
定
は
常
に
話
し
手
の
対
象
に
対
す
る
親
疎
を
根
本
と

す
る
関
わ
り
の
気
持
に
基
づ
い
て
な
さ
れ
る
と
い
う 。



中
西
字一
「
副
詞
『
お
の
づ
か
ら』
の
自
発
性」
(
前
掲
『
中
国
記
念
論
集』)

は 、
源
氏
物
語
の
「
お
の
づ
か
ら」
に
認
め
ら
れ
る
自
発
性
に
ど
う
い
う
場
合

が
あ
る
か
を
具
体
例
を
あ
げ
て
分
類
し 、
そ
の
広
が
り
を
確
め
て
い
る 。
氏
の

関
心
は
助
動
詞
「
る・
ら
る」
に
お
け
る
そ
れ
と
の
対
照
に
根
ざ
す 。

井
上
博
嗣
「
比
較
表
現
と
古
代
語
に
お
け
る
そ
の
展
開
に
つ
い
て」
(『
論
集

日
本
文
学・
日
本
語
1

上
代』 、
角
川
容
底 、
昭
臼
・
3)
は 、
形
容
詞
の

相
対
的
意
味・
「
ま
さ
り
て」・
「
け
に」
に
よ
る
上
代・
中
古
の
比
較
の
表
現

を 、
相
関
す
る
助
詞
「
に」
「
よ
り」
の
違
い
と
か
ら
め
た
考
察 。
同
「
程
度

副
詞
の
『
程
度』
に
つ
い
て

|l高
の 、
助詞
『まで』
と
高度の
程
度を
示す副調よ

りll」
(『
女
子
大
国
文』
問 、
昭
臼
・
6)
は 、
「
程
度」
の
意
味
を
段
階
的

に
捉
え
る
乙
と
に
よ
っ

て
程
度
副
詞
が
担
う
意
味
の
位
置
づ
け
を
考
え
て
い

る 。
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山
口
実
二
「『
乙
と
め
で
ば』
『
乙
と
な
ら
ば』
考
||コ
ト

(事}
の
暗
示性
||」

(
前
掲
『
論
集
日
本
文
学・
日
本
語
1

上
代』)
は 、
和
歌
に
お
け
る
そ
れ
ら

の
条
件
句
の
表
現
性
を
論
じ 、
「
こ
と」
を
単
に
「
同
じ」
の
意
と
見
た
橋
本

進士口
説
に
よ
る
理
解
の
不
備
を
た
だ
そ
う
と
す
る 。

橋
本
四
郎
「
ク
語
法
と
そ
の
周
辺」
(
前
掲
『
論
集
日
本
文
学・
日
本
語
1

上
代』)
は 、
句
的
内
容
の
体
言
化
と
い
う
側
面
か
ら
ク
語
法
を
取
り
あ
げ 、

そ
の
類
型
化
に
伴
っ

て
用
言
連
体
形
に
よ
る
準
体
句
構
成
が
多
く
な
っ

て
い
く

と
い
う
見
方
を 、
よ
り
総
合
的
な
構
文
か
ら
よ
り
分
析
的
な
方
向
へ
と
い
う
国

語
史
の
流
れ
に
位
置
づ
け
る 。

西
宮一
民
「
い
わ
ゆ
る
甚
し』
に
つ
い
て」
(
前
掲
『
論
集
日
本
文
学・
日

本
語
1

上
代』)
は 、
一
見
否
定
の
意
が
な
い
よ
う
に
み
え
る
「
あ
ら
け
な

し」
「
い
は
け
な
し」
な
ど
の
「
な
し」
も 、
心
情
的
に
事
柄
の
程
度
を
否
定

す
る
意
味
を
も
つ
も
の
で 、
非
存
在・
内
容
否
定
な
ど
の
形
容
詞
「
な
し」
と

文

別
語
で
は
な
い
と
見
た
も
の 。

蜂
矢
真
郷
ご
部
重
複
と
縮
霊
複」
(
前
掲
『
論
集
日
本
文
学・
日
本
語
1

上
代』)
は
「
形
状
言」
の
重
複
に
末
尾
の
音
節
の
み
重
複
す
る一
部
重
複(ユ

ラ
ラ
な
ど)
と 、
重
複
の
縮
約
(
イ
ト
ド

な
ど)
を
区
別
し 、
と
も
に
前
後
の

両
項
が
対
等
で
は
な
い
こ
と
の
あ
ら
わ
れ
と
見
る 。
同
氏
に
は 、
ツ
グ・
ツ
ヅ

ク・
ツ
ル
・

ツ
ヅ
ル
・

タ
ル
・

ツ
ム
・
ト

ム
な
ど
の
語
群
に
意
義
的
な
関
連
性

を
採っ
た
「
動
詞
ツ
ク
を
め
ぐ
る
誇
群」
(『
親
和
国
文』
ロ 、
昭
日
・
1)
も

あ
っ
た 。

関一
雄
「
接
頭
語
『
あ
ひ
(
相)』
の一
考
察
|1

E白和文の
用例を訓点
資料の

用例と比
較して
||」

(
前
掲
『
中
国
記
念
論
集』)
は 、
漢
文
訓
読
か
ら
ま
ず
男

性
会
話
語
に
入っ
て
複
数
表
現
か
ら
遠
ざ
か
り 、
源
氏
の
頃
に
丁
寧
語
的
性
格

を
帯
び
る
も
の
や
地
の
文
の
用
語
に
な
る
も
の
が
あ
ら
わ
れ
る
と
い
う
位
相

論 。
同
氏
に
は 、
ほ
か
に
「『
な
ま
に
く
し』
か
ら
『
ζ
に
く
ら
し
い』
へ」

(『
山
口
国
文』
2、
昭
日
・
2)
と
い
う
変
遷
を
取
り
上
げ
た
も
の
も
あっ

た 。工
藤
博
子
「
万
葉
集
巻
十
四
の
誇
実・
語
法
に
お
け
る
平
安
時
代
的
性
格
に

つ
い
て」
(
前
掲
『
春
日
記
念
論
叢』)
は
東
歌
の
「
め
り」
「
が
に」
な
ど一

二
件
の
語
索
語
法
を
め
ぐ
り 、
そ
れ
ら
が
中
央
で
確
立
し
た
平
安
時
代
に
入っ

て
後
に
巻
十
四
に
増
補
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
仮
説
を
提
出
す
る 。

た
し
か
に
国
語
史
上
注
意
を
ひ
く
現
象
の
多
い
巻
で
は
あ
る 。

岡
崎
正
継
「
接
続
助
詞
『
と
ん』
『
ど
ん』
に
つ
い
て
||鎌

倉
時代東
国
資料に

於ける
||」

(
前
掲
『
田
辺
記
念
論
叢』)
は 、
「
と
も」
「
ど
も」
の
転
批
形
が

東
国
資
料
に
見
ら
れ
る
と
い
う 。
春
日
正
三
「
日
蓮
聖
人
ど
遺
文
の
国
語
学
的

研
究
11音

声言語
義としての
トン・
ドン」

(『
立
正
大
学
文
学
部
論
叢』
回 、
昭

日
・
2)
は
未
見
で
あ
る
が
同
様
の
問
題
を
扱っ
た
も
の
ら
し
い 。
東
国
資
料
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に
つ
い
て
は
多
角
的
な
検
討
を
望
む 。

六 、
待

遇

j去

敬
語
に
つ
い
て
は
作
品
ご
と
に
用
法・
相
対
的
敬
度
な
ど
を
分
析
す
る
着
実

な
研
究
が
進
ん
で
い
る 。
文
体
論
的
な
志
向
も
顕
著
に
認
め
ら
れ 、
作
品
成
立

論
な
ど
の
有
力
な
手
が
か
り
に
も
利
用
さ
れ
て
い
る 。

和
田
利
政
「
敬
語
の
分
類
と
敬
語
補
助
動
詞」
(
前
掲
『
田
辺
記
念
論
叢』)

は
古
代
語
な
い
し
は
古
典
語
に
お
け
る
用
法
を
基
礎
に 、
敬
語
補
助
動
詞
に
視

点
を
置
く

敬
語
分
類
基
準
に
つ
い
て
自
身
の
見
解
を
ま
と
め
て
い
る 。

榊
原
邦
彦
「
源
氏
物
語
の
尊
敬
語
の
特
殊
用
法」
(
『
登
図
工
業
高
等
専
門

学
校
研
究
紀
要』
口 、
昭
臼
・

日)
は 、
「
せ
(
さ
せ)
給
ふ」
を
尊
敬
語
動

詞
に
添
え
た
例
を
調
べ
た
も
の 。
森
昇一
「『
す』
『
さ
す』
重
複
の
表
現」

(
前
掲
『
田
辺
記
念
論
叢』)
は 、
最
高
敬
語
「
せ
(
さ
せ)
給
ふ」
の
定
着
に

伴
う
使
役
表
現
と
の
重
用
傾
向
に
ふ
れ
る 。

大
久
保一
男
「
鎌
倉
時
代
の
説
話
集
に
お
け
る
敬
語
『
る・
ら
る』」
(
前
掲

『
田
辺
記
念
論
叢』)
は 、
四
説
話
集
({子
治
拾
遺・
発
心
築・
古
今
著
聞
築・

沙
石
築)
の
地
の
文
に
お
け
る
「一
般
尊
敬」
を
自
身
の
立
場
で
規
定
し
な
お

し 、
そ
の
用
法
に
前
代
と
く
らべ
た
よ
り
高
位
層
へ
の
伸
張
や
女
性
の
使
用
例

が
依
然
少
な
い
と
と
な
ど
の
特
徴
を
ま
と
め
て
い
る 。
「
る・
ら
る」
を
め
ぐ

る
敬
語
関
係
で
は 、
と
の
ほ
か
黒
沢
幸
子
「
尊
敬
助
動
詞
『
る・
ら
る』
の
用

法
||『古

今著
間集』
を
中心
として
||」

(『
文
学
論
藻』
日 、
昭
臼
-

mM)
が(一

般
尊
敬」
用
法
に
つ
い
て
記
録
体
の
「
被」
と
の
関
係
な
ど
を
考
え 、
石
井

幸
子
「
尊
敬
助
動
詞
『
る・
ら
る』
の一
用
法
||

最
高級位者を動作主と
する
場

AT|」
(『
解
釈』
お
|
9 、
昭
日
・
9)

で
は 、
い
わ
ゆ
る
「
公
尊
敬」
の
ほ

と
ん
ど
が
動
作
主
を
問
題
と
し
な
い
用
法
で
あ
る
と 、
そ
の
待
遇
性
を
疑
問
視

し
て
い
る 。
待
遇
表
現
と
い
う
視
点
だ
け
で
見
る
乙
と
に
は
確
か
に
問
題
が
あ

ろ
う 。
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杉
崎一
雄
「
格
助
詞
『
に』
に
よ
る
動
作
主
尊
敬
表
現」
(
前
掲
『
田
辺
記

念
論
叢』)
は 、
場
所
を一
示
す
と
と
に
よ
っ

て
間
接
的
に
そ
の
動
作
主
を
表
わ

す
用
法
の
中
古
和
文
に
お
け
る
実
態
に
採
り
を
入
れ
た
も
の 。
助
詞
に
関
す
る

待
遇
性
に
つ
い
て
は 、
ζ
の
ほ
か 、
福
田
益
和
「
古
今
著
聞
集
の
研
究
|助問

『の』・『が』
の
用
法
||(

上・
中・
下
ご
(『
長
崎
大
学
教
養
部
紀
要』
m
m
m 、

沼
田 、
沼
町吋)
が
上
接
語
を
個
有
名
詞・
普
通
名
詞・
位
階
等
の
別
に
よ
っ

て

細
説
し
て
い
る 。
位
階
別
で
は
四
位
の
宮
人
に
編
著
者
成
季
の
意
識
の
ゆ
れ
が

占の
79
ム」
い・っ 。

渡
辺
英
二
「
光
源
氏
の
待
遇
表
現
|I源

氏物語玉量
系地の
文の
尊敬表現
||」

(『
国
語
国
文
研
究』
目 、
昭
臼
・
2)
は 、
第一
部
紫
上
系・
玉
愛
系
の
別
に

よ
る
比
較
か
ら 、
玉
隻
系
の
巻
に
の
み
中
将
時
代
か
ら
「
せ
(
さ
せ)
給
ふ」

「
お
は
し
ま
す」
の
使
用
が
認
め
ら
れ
る
と
い
う 。
作
品
成
立
過
程
な
い
し
構

想
論
と
の
か
か
わ
り
を
調べ
る
と
い
う
着
眼
は
お
も
し
ろ
い 。
が 、
位
階
官
職

別
用
例
の
量
的
比
較
が
玉
置受
系
後
期
挿
入
の
可
能
性
ま
で
云
々
で
き
る
ほ
ど
の

手
が
か
り
に
な
る
の
だ
ろ
う
か 。

東
辻
保
和
「
説
話
の
待
遇
表
現
|1打開集と

今
普物詩集との
関連をとお
して
l|」

(『
鎌
倉
時
代
語
研
究』
2、
昭
日
・
3)
は 、
両
書
の
類
似
説
話
の
い
く
つ
か

に
お
け
る
主
要
人
物
の
待
遇
表
現
を
対
比
し
て
語
り
手
に
よ
る
差
を
見
出
す 。

川
岸
敬
子
「
保
元・
平
治
物
語
に
お
け
る
『

||
奉
る』
『

||
参
ら
す』

『

||
申
す』」
(『
国
語
学・
研
究
と
資
料』
3、
昭
日
・
6)
は 、
待
遇
価

値・
上
接
動
詞・
位
相・
場
面
な
ど
の
観
点
か
ら
多
角
的
に
細
か
い
対
比
を
試

み 、
既
発
表
の
平
家
の
も
の
と
ほ
ぼ
共
通
の
傾
向
を
認
め
る 。
同
「『
太
平
記』

に
お
け
る
『

||
奉
ル』
『

||
参-フ
ス』
『

||
申
ス』」
(『
国
語
学』
町 、
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昭
日
・
6)
も
同
様
の
調
査
考
察
を
太
平
記
に
試
み
た
も
の 。

下
坂
勝
洋
「『
発
心
集』
の
『
聞
こ
ゆ』
の
諸
相」
(『
説
話』
6 、
昭
臼
・

5)
は 、
受
手
が
地
の
文
で
尊
敬
語
の
対
象
に
な
っ

て
い
る
か
を
敬
語
性
判
定

の
基
準
と
し
て
「
聞
乙
ゆ」
の
常
語
(
雅
語)
へ
の
移
行
傾
向
を
認
め
る 。

石
井
文
夫
「
四
段
活
用
を
す
る
謙
譲
の
助
動
詞
『
た
ま
ふ』
を
め
ぐ
っ

て

||
『
足
利
本
仮
名
書
き
法
撃
経』
に
み
ら
れ
る一
つ
の
籍
法

||」
(
前
掲
『
中
国
記
念
論

集』)
は
「
か
く
の
乙
と
き
ζ
と
を 、
わ
れ 、
き
』
た
ま
ゑ
り
き」
等
を
謙
譲

と
見
て
い
る 。

重
見一
行
「
後
援
和
歌
集
詞
書
に
お
け
る
『
侍
り』
多
用
に
関
す
る
試
論」

(『
国
語
と
国
文
学』
日
!

" 、
昭
弘-
m)
は 、
そ
の
「
侍
り」
使
用
を
衰
の
歌

の
集
成
と
し
て
の
詞
書
の
性
格
が
必
然
的
に
も
た
ら
し
た
自
然
な
る
多
用
と
解

釈
し 、
敬
語
意
識
を
越
え
た
撲
者
の
文
体
感
覚・
心
情
に
も
迫
る 。

白
川
洋
子
「『
宇
治
拾
遺
物
語』
に
お
け
る
『
侍
り』
と
『
候
ふ』
の一
考

察」
(『
香
川
大
学
園
文
研
究』
3、
昭
日
・
9)
は
「
侍
り」

専
用 、
「
候
ふ」

専
用 、
混
用
の
別
に
説
話
内
容
の
実
在
年
代
(
世
紀
別)
と
の
相
関
を
調べ 、

両
語
の
使
用
が
そ
の
実
在
年
代
と
ほ
ぼ
歩
調
を
あ
わ
せ
て
展
開
す
る
傾
向
を
見

出
す 。
宮
内
健
治
「
と
は
ず
が
た
り
の
丁
寧
語
『
侍
り』
と
『
侠
ふ』」
(『
解

釈』
お
14 、

昭
日
・
4)
は 、
両
語
の
使
用
状
況
を
い
ろ
い
ろ
の
角
度
か
ら

調
査
し
た
も
の 。
鎌
倉
期
の
「
侍
り」
多
用
作
品
と
し
て
注
意
さ
れ
る
だ
け
に

文
体
論
的
研
究
も
今
後
の
課
題
に
な
る
で
あ
ろ
う 。
若
林
俊
英
「『
沙
石
集』

の
会
話
文
に
お
け
る
『
侍
り』
と
『
侯
ふ』」
(『
湘
南
文
学』
ロ 、
昭
臼
・
3)

は、
未
見 。

な
お 、
北
原
保
雄
編
『
論
集
日
本
語
研
究
9

敬
語』
(
有
精
堂 、
昭
臼
・

日)
は
現
代
語
関
係
の
論
文
を
中
心
に
再
録
す
る
が 、
敬
語
の
実
態
分
析
を
支

え
る
理
論
の
深
化
の
た
め
に一
つ
の
情
報
セ
ン
タ
ー
に
な
る
と
と
を
め
ざ
す 。

文

こ
れ
で
拙
い
展
望
を
終
わ
る 。
紙
数
の
都
合
で
割
愛
し
た
も
の
も
多
い
が 、

そ
れ
以
上
に
大
事
な
も
の
の
見
落
し
も
多
い
乙
と
で
あ
ろ
う 。
不
明・
不
手
際

の
段 、
ど
う
か
ど
寛
恕
の
ほ
ど
を 。
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